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一地域に開かれた大学を目指して-
｢慌師 瑚 廿 ･
地下に眠っていた追跡は､埋蔵文化財という名前からもわかるように､わたしたちみんなが共有する
貴重な文化遺産です｡そのため､発掘調査が終わった後にはそれがどのような遺跡だったのか､どのよ
うな遺物が出土したのか､さらに発掘調香からどのような歴史が復元できるのか､地元の方々や研究者
に発掘の成果を理解してもらうために､現地説明会を開催 しています｡今回のセンター報では､この現
地説明会について紹介したいと思います｡
現地説明会は､発掘調査が一段落したときに､遺跡をみなさんにお披露目する機会です｡参加すると､
発掘作業｢トり二はなかなか近づけない遺跡の中に入り､間近に追跡を観察することができます｡
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右の写真は､調査員が実際に遺物の出土状況を
実測 している場面です｡発掘調査をどのように進
めていくのか､そのやり方を直接見てもらおうと
いう試みです｡また､発掘調査の成果を簡潔にま
とめた現地説明会資料も配付しているので､メモ
を取ったり､後で復習したい時にも役立ちます｡
出 漬 物 に 触 -｡.+ラ
現地説明会では､遺跡を見るだけではなく､出
土迫物を間近に見たり､造物に触れることもでき
ます｡土がついて汚れている場合もありますが､
出土 したばかりの追物を出た場所で見るのは､博
物館や資料館で展示ケースごLに見るのとは迫力
や実感が違います｡時には､まだ土に埋まった状
態の土器や石器を見られることもあるのです｡
出土状況の実測風景(鹿田遺跡第9次調査)
出土遺物の見学風景 (鹿田遺跡第9次調査)
それでは､現地説明会はいつ､どこでやっているのか､どのようにして知ることができるのでしょう
か｡新聞やテレビで追跡の発見記事を見つけた場合､最後まで注意して見てください｡多くの場合､現
地説明会の場所や日程を､最後にお知らせしています｡
岡山大学埋蔵文化財調査研究センターのホームページでも､今大学内のどこで追跡を発掘調査 してい
るのか､いつ現地説明会をするのかなどの情報を発信 しています｡また､最近センターの入り口に掲示
板を設置 し､発掘調査の情報や現地説明会の日程などをお知らせしています｡
岡山大学は今年創設50周年に当たり､研究機関の一般公開を進めています｡現地説明会はそのような
公開活動の一端でもあります｡私たち埋文センターの職員も､多くの方が発掘調査に関心を持ち､現地
説明会に来てくれることを望んでいるので､お気軽に参加 してください｡
現地説明会資料
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センター前の掲示板
4月28日､岡山市立横井小学校 6年
生のみなさんが遠足で発掘現場を見学
に来ました｡文学部考古学資料館で所
蔵遺物を見学 した後､津島岡大遺跡第
22次調査の発掘現場を見学 しました｡
生徒のみなさんは実際に平安時代の地
面に立ち､掘り出されたばかりの遺物 ト-=LTL.:
●
に触れ､しばしのタイムスリップを満
喫 したようです｡見学後に感想文を書
いていただいたので､いくつか声を紹
介したいと思います｡
ちt)<う晴代o)土o)上に立ちまLた｡出こき
た､土器もE2ttこも ちいました｡はi=3Lは､
乾布f)tしくこあまL)よくわガらi=jf)tった什t･､
やつ13･L)､べhきょうにi=jL)ました｡苛つと
岩o)± (軽画)だ打ち､t=jhガ､ねh±みた
いに､やわらt)'打ったご市｡またいつt)､､妄
たちや両親と､E2LZ来たいな亡思いまLた｡
(大塚由紀さん)
打 ､
はっくつの王日項ごは､チ了介 L)や布く説OFIL
こくわたL)､eO)0ごこき缶切もE2eこくれ
こあL)ガとうコさいました｡二三わt)､らもげh
(謙つこJFtい｡
(福島功一朗君､宮島諒君､
斎藤ゆかさん､西野せつこさん)
qF10)ころは､地面ガ､平専晴代だった叶と､
令(ま､tCまご､地面ガlまれこい責苛ガ?
またE2に､行t+たら､E2(=巧打せこ下とい｡
(森光舞さん)
見学風景 (津島岡大遺跡第22次調査)
今も発癌は荘hごいま市ガ｡平を晴代o)い
ろいろi=j物0)発嘱f)th(a;･つこ下とい｡また､
私は､変体みいっこみaiうf)1な亡忠つこいま
市｡いや､いきま市｡新しい発癌薬LdyにL
こいま市｡本当にあL)I)Qとうコさいま布｡
(山本美由希さん)
発掘現場の土の色ガ蛮わっこいこ示t･うま
ました｡雷に番に行った晴とガしこalようt
思い責苛｡本当にあL)ガとうつさいまLた｡
/し
(小山君､東田君､かんざき君､
J
･ 井上さん､幸地さん､北村さん)
仕事中､私達o)ために説ORLこくれこあL)
ガtうコさいました｡大吉o)虞跡ももつ亡た
くthE2つtJこl=己い｡豆休みには私達もE2
(=行きたいと患い責苛o)ごeO)亡き(3､よろ
しく訪疎いしま市｡
(春田有紀さん､笠井悠加さん､
藤原由美子さん､中山佳菜絵さん､
藤川佳樹君､磯烏鷺悟君)
(背景の絵は中橋哲君､加藤秀朗君､福原望美さん､井上智恵さんのグループの作品です｡)
たくさんのお手紙､どうもありがとうございました｡すべてを紹介することはできませんでしたが､
カラフルなイラス トを付けてくれた力作も数多くありました｡
発掘調査は縄文時代の地面まで掘り進み､無事に終了しました｡次の発掘調査の時にもまた見学に来
てくれることを楽しみにしています｡ (豊島直博)
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鹿田遺跡第9次調査 (医学部附属病院新営予定地)
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター では､1998
年11月27日から1999年5月11日まで岡山大学鹿田キャ
ンパス､東西病棟の南側駐車場跡で発掘調査を行っ
てきました｡今回の調査では､弥生時代の水田跡､
古代の入り江状の遺構､古代から近世に至る水路や
建物の跡など､多くの遺構や遺物がみつかりました｡
鹿田キャンパスは､藤原摂関家の荘園遺跡として
有名です｡今回の調査では､この時期に相当する大
規模な水路が縦横に走っていることが明らかになり
ました(右上の写莫)｡注目すべきなのは､こうした水
路にさらに大規模な入り江状の遺構が取り付いてい
たことです｡まだこの遺構の性格はわかりませんが､
中からまじないの記号や字を墨書で記した木簡が出
土しており､何か特別の場であった可能性があります｡
この他､中世の井戸の壁に､供費の文言を墨書で
記した杭状の木簡が突き刺さって出土しており､注目
されます｡
室町時代頃のものと考えられる､中世の木棺墓も
重要な成果です｡南北1.6m､東西1.2mの穴に木製
の箱形の棺を入れたもので､精密な調査の結果､棺
のつくりや埋葬姿勢､さらに漆塗り椀などの存在がわ
かりました｡人物は頭を北に､足を曲げた状態で埋
葬されており､棺の蓋の上に､中国製の青磁腕､白
磁皿､漆塗り木椀､鉄の小刀などを置いていました
(右下の写其)｡いずれも生前の愛用品だったのか
もしれません｡
今後､以上の成果の分析を進めて､鹿田遺跡の
復元をしていきたいと思います｡
(小林青樹)
調 査 速 報
1999年 8月より鹿田キャンパス内の医学
部附属病院病棟予定地 (追加分)と､医療
技術短期大学部周辺の共同溝敷設予定地の
2カ所で発掘調査を行っています｡どうぞ
お気軽に見学にいらして下さい｡
中世大溝の発掘風景
中世墓の積出状況
現地説明会では､資料の作成､案内板の設置､
遺物の展示など､工夫を凝らしてみなさんをお
待ちしています｡調査員は1人でも多くの方に
調査の成果を見ていただくことを望んでいるの
です｡ (豊島直博)
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